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に誘導され突如として怒濤の如くドイツを席捲して行動を起したとするならば、恐らくヨーロツパ人は滅亡して了つたであらう。運命は多數の國民をその血を犧牲に供してこれに先んじしめた。即ちボルシエヴイキの攻擊を阻止せしめたのである。若しフインランドが再び干戈を執る決心を直ちに下さなかつたならば北歐諸國の有する地味な堅實性は互解したであらう。若しもドイツがその將兵と武器を以て、この敵に對抗し立ち上らなかつたならば歐洲の均衡維持といふ笑ふべき英國思想を全く魂のない馬鹿げた傳統により實現せしめんとした一つの思潮が全歐洲を席捲したであらう。


　スロヴアキア人、ハンガリア人及びルーマニア人がこのヨーロツパの世界を共に擁護しなかつたならばボルシエヴイキの漂泊民はアチラの匈奴群の如くドナウ諸州に荒れ狂ふたであらう。而してイオニア海沿岸の廣野で今日の時勢に韃靼人や蒙古人が、モントロー條約の改訂を强制するに至つたかも知れぬ。イタリー、スペイン、クロアチアが師團を派遺しなかつたならば、新ヨーロツパ觀の宣言として凡ての他の國民へも同時に効力を投げ與へた一のヨーロツパ擁護戰線などは結成されなかつたのであら
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